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１/ヒ素/蛍光Ｘ線分析法 

（３）蛍光Ｘ線分析法（エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置） 1） 

ⅰ）操作法 

試 料 （液体，固体，粉体など） 7 ml 又は 5 g 

試料容器に入れる． 

試料容器 

試料室に容器をセットする． 

蛍光Ｘ線分析装置 

ⅱ）蛍光Ｘ線分析装置の条件 

【注 解】 

1） 蛍光 X 線分析は，試料に X 線を照射して発生する固有Ｘ線（蛍光 X 線）のエネルギーを分析する 

ことで試料を構成する元素の種類や含有量を知る方法である． 

2） 蛍光 X 線とは，照射した X 線が物質構成原子の内殻電子を外殻にはじき出し，空いた空間(空孔) 

に外殻電子が落ちてくる際に，余ったエネルギーが電磁波として放射されるものである．これらの蛍 

光Ｘ線は，各々の元素に固有のエネルギーを持っているため，そのエネルギーからモズレー則によ 

り定性分析が，またエネルギーのＸ線強度から定量分析が可能となる． 

3） ヒ素の分析線 K α 10.532 に鉛の分析線 PbL α 10.56 が重なることがある．鉛の混在する試料ではヒ素 

の分析線 K β 11.277 を確認し，鉛との識別を行う． 

装 置 ：蛍光Ｘ線分析装置 EDX-700 

X 線管 ：Rh ターゲット 

フィルター ：Ni フィルター 

管電圧 ：50 kV 

管電流 ：15 µA 

管電圧 ：50 kV 

絞 り ：10 mm 

測定時間 ：40 sec
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